
平成20年度

情報工学科 中国文化B

学年 第5学年 担当教員名 田　野

単位数・期間 1単位 後期 週当りの開講回数 1回 選択 学修単位３

授業の目標と概要

諸外国の伝統・文化の理解を深めることは、国際的技術者として必須である。��
この科目では、近年、特に経済的に日本との緊密度が高まっている中国に焦点を当て、��
日本との歴史的関係・文化的相違や、現代における日本との関係について学習し、中国��
文化への理解を深めることを目的とする。

釧路高専目標 A:100% JABEE目標 a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

外国文化を学ぶことは、日本を知ることにつながる。技術者として、歴史、文化を学ぶ��
ことは、技術を学ぶことと同様に重要である。外国の歴史、文化に関する知識を持つこ��
とは、技術者として仕事をする上で必ず役立つ。

到達目標

中国の歴史を理解する。��
中国文化と日本文化の違いを理解し、現代における日中関係を考慮する。��
現代における日本と中国の関係を理解する。

成績評価方法

定期試験（１００％）。ただし、合格者については、課題提出による加点を行う。��
２回の定期試験の平均が６０点以上で合格である。

テキスト・参考書

教員作成のプリントを授業の中で配布する。

メッセージ

中国は歴史的にも、また近年は特に経済的に日本にとって重要な国である。��
中国についての理解を深めることは、アジアに目をむけることであり、「アジアの中の��
日本」を知ることにつながる。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

中国の歴史と日本（近代、現代）��
中国と日本の文化的相違（日常生活、学校制度、経済）

中国の歴史について理解する。��
近現代の中国史を日本史との関連において理解し、現代の日中関係を考察でき
る。��
日常生活、学校制度、経済制度などにおける中国と日本の文化的な相違について
理解する。��
さらに、それらに基づいて、より深く中国を理解できる。

後期中間試験 実施する

中国語と日本語（文字、文法、日常会話）��
現代の経済的日中関係（輸出入、中国の企業制度、中国における
日本企業）

簡易字体と繁字体、日本の漢字の相違について理解する。��
中国語の文法を知る。��
中国語による簡単な日常会話ができる。��
現在の中国と日本の経済的関係とその問題点を理解する。��
中国と日本の企業制度の違いを理解する。��
中国における日本企業の状況を知る。

後期期末試験 実施する
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